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1　はじめに
　昭和60年後半からの急激な円高も，『平成』の
時代を迎え，高値で安定した状態にあります。
　この円高間の北海道の木材需要も急激な変化を
みせ，今や，外材は道材の単なる補完材から協調
の時代に入ったといえます。
　この度，道知事の諮問機関である北海道林業振
興審議会（湊会長）が去る2月23日北方圏センター
会議室において開催され，平成元年度の「北海道
木材需給見通し」について審議，承認されました
ので，その概要について紹介します。

2　北海道木材需給見通しの総括（表 1）
　平成元年度の木材需給見通しを策定するにあた
り，今回から円高以降急激に増加している製材の
輸入についても木材需給に丸太換算ベースでカウ
ントしています。
  ①　昭和 63年度見込み
　［需要量］
　丸太，副材込みの木材総需要量は，住宅着工や

紙需要など内需拡大の好調を受け，対前年比105
％の14,590千ｍ3となっています。
　このうち，製材用はエゾ・トド，広葉樹が前年
なみですが,カラマツと輸入製材の増加により,対
前年比104％の4,780千ｍ3  ，パルプ用は紙需要の
好調を受け，対前年比107％の8,440千ｍ3   と大幅
な増加，合板用は内需が好調ですが，輸出合板が
大幅に減少しているため，対前年比 99％の690千
ｍ3となっています。
　［供給量］
　丸太，副材込みの木材総供給量は，需要の好調
を受け，対前年比107％の14,697千ｍ3となってい
ます。
　このうち，道産材は，資源状況等から需要の増
加があるにもかかわらず伸び悩み，対前年比100
％の 8,090千ｍ3です。
　これに対し，輸入材は，丸太がわずかながら減
少していますが，チップ，製材が大幅に増加して
いるため，対前年比 116％の 6,607千ｍ3となって
います。

表 1   北海道木材需給見通しの総括　　　　　　　　（単位：千m3）

注）工場副材を含む
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　このため，外材依存率は対前年より，4.2ポイ

ント上昇し，45.3％に達しています。

　④　平成元年度見通し

　［需要量］

　丸太，副材込みの木材総需要量は，製材用の微

減，パルプ用の微増により，見込み比 100％の

14,523千ｍ3となっています。

　このうち，製材用はエゾ・トド，広葉樹が住宅

着工の低下により，需要の減少の見通しですが，

カラマツ材は景気の好調を受け増加が期待出来る

ため，見込み比98％の4,700千ｍ3となっています。

パルプ用は紙需要の増加が期待出来る反面，パル

プ工場の生産能力の限界により，大幅な増加は望

めなく，見込み比 101％の 8,500千ｍ3となってい

ます。合板用は，エゾ・トド製材同様住宅の影響

を受け，見込み比97％の670千ｍ3となっています。

　［供給量］

　丸太，副材込みの木材総供給量は，需要の減退

と需要見合いの在荷量水準が予想され，見込み比

98％の14,363千ｍ3となっています。

　このうち，道産材は，資源状況などからさらに

減少が予想され，見込み比 96％の 7,788千ｍ3で，

また，輸入材は道産材補完見合いで見込み比 100

％ 6,575ｍ3です。

　このため，外材依存率は 63年度見込みなみの

45.3％になる見通しです。

3　部門別木材需給の動向
　3.1  住宅（表 2）

　①　昭和 63年度見込み

　新設住宅着工戸数は２年連続の８万戸台で，対

前年比94％の83,000戸です。しかし，持家は対前

年比79％の24,000戸と大幅の減少となっています。

　このため，木造率は前年より４ポイント低下

し，55％となっています。

　④　平成元年度の見通し

　２年続いた住宅ブームも鎮静化に向かってお

り，とくに，貸家は供給過剰感があるため，落ち

込みが予想されます。しかし，低金利，余剰資金

の投資先として，依然７万戸台の住宅着工戸数が
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表 2　住　　　宅
（単位：戸数）

期待でき，見込み比90％の75,000戸となっていま

す。

　木造率は貸家，分譲の減少により，63年度見込

みより２ポイント上昇し，57％の見通しです。

  3.2　製材（表 3）

　①　昭和 63年度見込み

　エゾ・トドの出荷量は木造率の低下や持家の減

少，さらに輸入製材の増加により減少し，対前年

比96％の1,630千ｍ3となっています。しかし，原

木消費量は在荷積み増しによる生産量の増加によ

り対前年比101％の2,530千ｍ3となっています。

　カラマツの出荷量は国内景気の好調を受け移

出，道内向けとも増加しており，対前年比105％の

360千ｍ3となっています。このため，原木消費量

も増加しており，対前年比 105％の 660千ｍ3と

なっています。

　広葉樹の出荷量は道内資源現況から，年々減少

していますが，円高後輸入丸太の増加により，微

減に留まり，対前年比97％の590千ｍ3となってい

ます。しかし，原木消費量は，生産見合いの対前

年比100％の1,160千ｍ3となっています。

　②　平成元年度見通し

　エゾ・トドの出荷量は，住宅着工数が減少しま

すが持家が63年度見込みなみの予想ですので，住

宅の落ち込みほどの減少はなく，見込み比98％の

1,590千ｍ3となっています。

　カラマツの出荷量は依然，国内景気が好調であ

ることから，移出，道内向とも期待され，見込み

比104％の380千ｍ3となっています。
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　　表 3　製　　　材
単位：千ｍ3

注：（  ）はエゾ・トドマツ等で内数
　　〈　〉はカラマツで内数

　広葉樹の出荷量は住宅の減少による家具・建具

用等の減少と資源供給状況などから，見込み比95

％の560千ｍ3となっています。

　3.3　パルプ（表 4）

　①　昭和 63年度見込み

　パルプ材の総需要量は新聞紙，ＯＡ機器関連紙

の増加等により大幅に増加し，対前年比107％の

8,440千ｍ3となっています。しかし，道内チップ

工場への出荷が主体である道産材は，輸入材との

価格差で伸び悩み，対前年比98％の4,350千ｍ3と

なっています。このため，総需要量の増加分は輸

入材で対応したことになり，輸入材は対前年比

118％の4,090千ｍ3と昭和 54年度以来の 400万台

となっています。

　②　平成元年度見通し

　パルプ材の総需要量は依然，紙需要の好調が予

想されていますが，道内パルプ工場の生産能力に

より，大幅な増加は望めなく，見込み比101％の

8,500千ｍ3となっています。このうち，道産材は

原料供給事情により減少は避けられず，見込み比

98％の4,270千ｍ3となっています。このため，輸

入材は道産材の減少分の増加で，見込み比103％

の4,230千ｍ3となっています。

  3.4　合板（表 5）

　①　昭和 63年度見込み
　道材合板の出荷量は内需向けが好調ですが，
輸出向けが激減しているため，対前年比97％の
5,100万ｍ2となっています。
　ラワン合板の出荷量は移出向けが半減していま
すが，道内向けが好調に推移し，対前年比100％
の3,490万ｍ2となっています。
　②　平成元年度見通し
　道材合板の出荷量は内需向けが住宅の需要減見
合いで減少し，見込み比97％の4,950万ｍ2となっ
ています。輸出向については，かなり厳しい状況
ではありますが，対米ルートの確保を期待できる
と予測しています。
　ラワン合板の出荷量はインドネシア合板の対日
販売一本化の影響がどのように現われるか難しい
が，住宅などの需要減が予想され，見込み比96％
の3,360万ｍ3となっています。

4　木材供給の動向
 4.1  所管別立木伐採（表 6）
　①　昭和 63年度見込み
　立木伐採量は針葉樹の増加，特にカラマツが増
加していますが，広葉樹の減少が大きく対前年比
100％の7,687千ｍ3となっています。
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表 6  所  管  別  立  木  伐  採
単位：千ｍ3

注：（   ）はエゾ・トドマツ等で内数
　　〈　 〉はカラマツで内数

表 7　道産丸太生産量
単位：千ｍ3

注：（   ）はエゾ・トドマツ等で内数
　　〈　 〉はカラマツで内数

　所管別でみると，国有林はエゾ・トドが増加し
ていますが，広葉樹の減少が大きく対前年比97％
の4,141千ｍ3，道有林はカラマツが増加していま
すが，エゾ・トド，広葉樹の減少が大きく対前年
比93％の891千ｍ3，それに対し一般民有林は国・
道有林の減伐，カラマツ製材およびパルプ材需要
の増加により増加しており，対前年比107％の
2,566千ｍ3となっています。しかし，これは昭和
61年度水準に戻ったに過ぎません。
　②　平成元年度見通し

　立木伐採量はエゾ・トドが需要の減
少により，広葉樹が資源状況により，
それぞれ減少の予測ですが，カラマツ
は製材用の需要増が期待できるため
増加の予測であり，見込み比96％の
7,355千ｍ3となっています。
　所管別でみると，国有林は63年度見
込み同様，減伐傾向が続き，見込み比
94％の3,909千ｍ3，道有林も国有林同
様の減伐傾向で見込み比87％の777千
ｍ3，一般民有林は63年度見込み同様，
国道有林の減伐，カラマツ製材需要の
増加など増加要因があるが，供給能力
などから見込み比101％の2,580千ｍ3

となっています。

  4.2　道産丸太生産量（表 7）

　①　昭和 63年度見込み
　道産丸太生産量は広葉樹，特に製材用等がおお
きく落ち込んでいますが，針葉樹製材用などおよ

びパルプの増加により，対前年比100％の 6,665
千ｍ3となっています。
　用途別でみると，製材用などはエゾ・トド，カ

ラマツがそれぞれ増加していますが，広葉樹の大
幅な減少により，対前年比97％の3,912千ｍ3，パ
ルプ用は紙需要の大幅な増加に伴い，一般民有林
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表 8　外材丸太の輸入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千ｍ3

　　注：〈　〉　はカラマツで内数

からの出材意欲が強くなり，対前年比104％の

2,753千ｍ3となっています。

　②　平成元年度見通し

　道産丸太生産量はカラマツ以外は需要の減少

や資源状況などにより減少し，見込み比96％の

6,383千ｍ3となっています。

　用途別にみると，製材用などのうち，カラマツ

は製材需要の増加が期待できますがエゾ・トド，

広葉樹は製材需要の減少が予想されるため，見込

み比93％の3,657千ｍ3となっています。また，パ

ルプ用は需要における道材シェアの確保のため，

見込み比99％の2,726千ｍ3が期待されています。

　4.3　外材丸太の輸入（表 8）

　①　昭和 63年度見込み

　丸太輸入量は北洋材，南洋材の減少に対し，米

材，その他の地域である中国などの増加と産地に

より増減しているが，総量では対前年比98％の

1,920千ｍ3となっています。

　樹種別でみると，針葉樹については北洋材の減

少が大きく対前年比91％の980千ｍ3であるのに対

し，広葉樹は南洋材が大幅に減少させているにも

かかわらず，北洋材，米材等道内製材工場の道材

不足を補う形で大幅に増加し，対前年比106％の

940千ｍ3となっています。

　②　平成元年度見通し

　北海道の木材総需要量および道産材の供給能力

など，さらに外材産地国などの事情から外材丸太

の輸入量を予測すると，北洋材，南洋材が減少
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表 9　外材製品の輸入

し，米材中国等その他の地域が増加し，総量では

見込み比99％の1,900千ｍ3となっています。

　樹種別でみると，針葉樹は北洋材などの減少が

さらに続き見込み比89％の870千ｍ3，広葉樹は道

材供給能力の減少を補うため，北洋材，米材，中

国材などの輸入増を期待し，見込み比 110％の

1,030千ｍ3となっています。

  4.4　外材製品の輸入（表 9）

　①　昭和 63年度見込み

　製材の輸入量は針葉樹，広葉樹とも増加し，対

前年比 163％の 260千ｍ3で，丸太に換算すると

430千ｍ3となっています。

　チップの輸入量は紙需要の大幅な増加と道材供

給能力の限界により，針葉樹，広葉樹とも大幅に

増加し，対前年比 123％の 4,257千ｍ3となってい

ます。

　②　平成元年度見通し

　針葉樹製材は，道内製材需要の減少見合いで減

少との見方がありますが，産地国の丸太輸出から

製材輸出へのシフトが強まっていることもあり，

道内への輸入量は63年度見込み程度となることと，

広葉樹の製材需要はかなり強いものと予測される

ことから，製材総量では見込み比 108％の 280千

ｍ3で丸太換算すると470千ｍ3となっています。

　チップの輸入量はパルプ側の需要と道材供給さ

らに在荷水準などから予測すると広葉樹は増加す

るものの総量では，見込み比99％の4,205千ｍ3と

ほぼ63年度見込みなみとなっています。

　　　   　　　（文責　林産振興課木材需給係）


